
第３３回 MOA 美術館恵庭児童作品展 感想文 

 

◇MOA 美術館奨励賞  

「よさこい」 

恵み野旭小学校 １年 北條 六花 

 

かわいくかきたいとおもって、かきました。 

はみ出さないように、いろがまざらないように、きをつけてかきました。 

【ご家庭から】 

家でもよく絵を描いていましたが、このような賞をいただけるとは思ってもおりませんでし

たので、大変驚きました。本人も喜んでいました。ありがとうございました。 

                                                          

 

◇ 恵庭市長賞 

「５色綱引き」 

恵庭小学校 6 年 安井 智樹 

うんどう会の５色つなひきをがんばったから絵をかきました。そっくりに描こうと思って描

きました。自分を大きく描くのをがんばりました。むずかしかったところはくつです。 

かんせいしたとき、とてもうれしかったです。お母さんに絵を見てもらったら「うまいね」って

言ってくれてうれしかったです。 

                                                          

 

◇恵庭教育長賞 

「水辺」  

和光小学校 6 年 細川 夕風梨 

  水に反射している木をかいてみたいと思ってこの作品を描きました。何度も何度も絵具を 

重ねてぬるのをがんばりました。水面に写っている木の葉や草を少し暗い色で塗って表現し

ました。 

【ご家庭から】 

   写真かと思うぐらい上手に表現出来ていて驚きました。作品の成長が感じられました。とく

に、水面に写る木や草、葉の描き方が素晴らしいと思いました！！ 

                                                           

 

◇北海道新聞社賞 

「恵庭の電車」 

和光小学校 ６年 熊谷 優真 

   理由は一番恵庭の緑と街並みが表されているなと思ったからです。描いている時は、手

本にとらわれず、思っている通りに描こうと思っていました。工夫したところは電車をなるべく

目立たせるために、色を強くしました。完成してやっぱり恵庭は緑が美しいなぁと思いました。 

 



                                                          

 

◇ ニュ－ジ-ランド協会会長賞 

「世界に一つの自然 」 

恵み野小学校 5 年 有吉 彩織 

Ａはよく晴れた日に人が自然の中で遊んでいるイメ－ジです。Ｂは線香花火が散っているイ

メ－ジです。Ｚは鳥が空を舞っているイメ－ジです。Ｙは青空、夕焼け、自然の緑をイメ－ジし

ました。Ｉは打ち上げ花火が広がるところをイメ－ジしました。Ｏは流れ星がいくつも流れてきた

ところをイメ－ジしました。Ｙの青空や、夕焼けのグラデーションが難しかったです。Ａの真ん中

を太陽にしたところを工夫しました。ドリッピングを最後に全体にかけたり、吹き流しを流れ星

に使ったり、線香花火に使ったりしました。 

 

                                                          

 

◇えこりん村賞 

「ふれあいの場 えこりん村」 

和光小学校 6 年 河村 瑞希 

 私がなぜこの絵を描いたかというと、小さいころからえこりん村が好きでいろんな思い出が

があるからです。絵を描いている時は、なるべく集中して絵と向き合いながら真剣に取り組み

ました。私が特に工夫したところは色づかいです。特に花の色づかいを工夫するのが大変でし

た。影のところと日光のあたるところで、明るさや色の濃さを分けました。自分でも納得できる

絵になりました。この絵で注目してほしいのは、白壁の部分です。先に白っぽい色を全体にぬ

り、そのあと少し濃いうすピンクを上からぬって、外国風の壁を再現しました。けっこう手間が

かかった所なので注目してほしいです。 

 

                                                          

 

◇ラ・デュ－ス絆賞 

「本ばんのすずらんおどり」 

松恵小学校 2 年 豊田 佳ノ音 

  うんどう会ですずらんおどりをおどっている絵をかきました。かいているとき、本当に 

うごいているようにかきました。色も上手につかってきれいな絵ができました。 

【ご家庭から】 

 運動会の本番で踊った「すずらんおどり」の自分自身を描いたようです。完成した絵を見たと

きに一生懸命練習してきた成果が本番で出せて、躍動感があり、いきいきと描けたなと感じま

した。 


